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は じめ に

イドオi:instrulllcntation(pediclc scrcw rod、 ystclln)は

不安定性を有する腰lll変 性疾患の外科的治療にお

いて広 く用いられている 一方,instrulmcntation

による●gid msion後 の問題点についての判t riも

散見される Fusionに よる I」 動椎 |‖Iの 減少によ

り,その隣接椎間に′|:体 力学的変化をきたすこと

が報 ll「 さオtて いる /711ザ lて,ま たは 771vル″ studyに

おいて,fusiOn後 の1外接1■ 間の hypcrmobilityが 訓:

明
3611さ

れてお り,shOnoら 11は
.instrumcntation

の長さ/晰t田 さと比例すると判tイ
1「 している また ,

1奔接オILI晋1の hypcrmobllityは ,1外 1妾‖tl出ll筆学千発
`liσ

)

リスクを増大
1311さ

せ、Ghiscl!iら
|は

,その発41

頻度は術後 511で 165%、 術後10年 で361%)と し

ている しか し,こ れら過去の腰11:運動力学的研

究の多くは,各椎間の CObb angicで 言1減1,評価 し

ている 腰椎運動に関 しては,腰椎動態による1要

痛や ド肢痛が大きな影響を与えてお り,il:確 な腰

llli運 動力学的評 ll Lは ,各椎間の CObb anglcで な

く,全腰椎運動に月J~る 各椎間の貢献度/運動 llL

分にて評価すべ きと考える

Scgnlcntal spinal corrcction systcnlR()決  卜 SScs)

(UIHch GmbH&Co KG.Uinl,Gcnllany)は ,pcdiclc

scrcwを サllし N/‐ postc■ Or dynamic stabiiization sys

tcmの つ́で,pcdiclc scrcwの 蝶番が implalltと 椎

体 との間の荷 lTIを 分散 させ.|‖ 1旋力に関 しては高

い stabilityを イ「 していることが輛|:りJさ ブしてい

る
1」

今卜JIの 研究の ll的 は,Hgid fusionと 、この

sscsを サ||い た postc● or dynainlic stabilizationに お

ける術前後での腰1■ 運動力学的変化の計佃||と  そ

の運動力学的変化の隣接椎 |IUへ の形糾についての

itti価 である

対 象 と方法

1.対象

対象は,全77例 の L4変性すべ りlTを 11す る1要

部脊li管狭窄症患者で,手術時
｀

|た 均年齢612歳

(21～ 82歳 )で あった 全例.instruincntationを 用

いた L4-514_椎 間後方手術を施行しており,過去 2

年以上の追跡 lllHl査が I可 能 (14均 36カ リ]:24～ 51カ

月)で あった熟:伊」とした 胸腰椎 レベルでの再手

術症例,多椎間にわたり椎間板の機能が破綻 (腰

*人
分整形外千1病 院整りF多 外千1〔 〒8700936人 分 ||∫ 71111‖ Jl 1 41〕 Dcpannncn1 0i Orthopcdic Surgcry、 Oilt1 0rthOpcdた

HospittJ
*」

自衛隊別府病院幣形外rl
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ヨミ1  丁he」 OA score and recovery ratio

I Prc JOA scorc Final JOA score Rccovcry rati()

Dyttmtl『 ll面。11
1125± .131

1356± 117

2356Jヒ 338
2483± 3()6

61()5± 26()8

7061± 2264

C(】 1lparcd bctwccn ngid ltisi()n tind dynainnic stabili′ ati()n l′ ,<005. 1‐ 1/,■ 001
‐

|‐
|‐ 1/,・ :()()()1

椎1「 i豊骨折や高度な変IFL側 弯/後 弯711)し た,1:例 ,

前縦 |ガ
71i41・ 化による椎体前方の bHdgingを llす る

方l1//1は 余タトした

36例 (リリ性 17名 .女性 19名 )が tran、「Ortiminal

luinnbar intcrbody mslon(1決 卜TLIF)に よる rigid lll

siOnを .41例 (男 14124名 .女 IF117各 )が Sscsを 月|

いた dynamic、 tabilizationを 施 4「 した TLIF lllは

手術時 平均 11齢630歳 で,｀ 14均 経過得l察 1明 間は

359カ 月であった s s c s tllllは 手術 H寺
｀
14均 11齢

596歳で,平均経過観察すり1間 は362カ サlで あった

この「りF究 の ;i羊 利‖については,全対象患 4に |´ 分

にiりι明 し,」
´
解の得られたりii例 のみを

'り

l究対象と

した

2.臨床評価

臨床,11状は術前,最終評価時の |1本 整形外fl学

会腰痛疾患治療成績判定りlt lfi(JoA scorc)と ｀
F林

の recovcry ratioを もとに|'「 価 した

3.腰椎運動力学的評価 :単純 X線
腰椎運動力学は,I位での単純 X線動態側画像

を用いて1'Fl断 した 各腰本IF椎 ||り (L12.L2-3,L3-

4,L4-5,L5Slの 5‖た|11)の IJ Ill」 j lkを cObb anglcで

1‖ 測 (隣接する各椎体の 11位椎体終 llx― 11位椎体

終板角)し ,腰椎 全 1可 動域 を各腰椎椎間口∫動域の

和 とした 各椎間の運動 力学的配分 を pcrccnt

scgmcntJ mobility=(各 椎間可動域 )′
/(腰 It全 口I動

域 )× 100(96)と ,L義 した

4.隣 接椎間障害評価 :MR:

全li例は,術後 2i旦 日と最終評価時に腰‖[MRI

を施行 した 77りii例 .308椎間板 (L12,L23,L3-
4. L5-Sl)は , PfllTmann ら` σ)5-gradc classifica―

tion systemを 用いて評価 した 椎問板変lFL進行度

を(最終評価時の gradc)― (1了 後 21旦時の gradc)と

定義 した

5。 統計学的評価

Mann Whitncy υ te雛 を統 :||ザ 許的1評価に用いた

ノ'<005を 統 iテF許 的イ「意差あ りとした

結  果

1.臨床評価

両群とも経 i量 観察期 1制 に insh・umcntatlon ttlurc

は認めなかった また。 1山
j群 とも

「
術 |1寺 11齢 .糸

`過観察期 1昔|に 有意差は:iよめなかった

術前後の JOA scorcと rccovcry ratioに 有意差は

認めなかったが,sscs群が rccOvcry ratioは 高い

傾向にあった (表 1)

2.腰椎運動力学的評価

‖T ii最 終評価時間での腰椎運動力学的静「lliに

1月 しては,TLIF榊の各 pcrccnt scgnlcntai nlobility

は,Pl定椎 |11で ある L45と 11ド 隣接椎間の L3_4.

L5Sl椎 1制 にてイ「意な変化を認めた (そ れぞれノ
'く

0()01,′ <001,′ <005) ‐
方,Sscs I詳では,111

動椎間の L4-5と L位隣接椎間の L3-411「 間にてイ「

意な変化を認めた (そ れぞれノ'<0001,ノ'<001)
また.TLIF― SSCS ll間 での腰椎運」lJ力 学的評価に

関 して,術 前では全椎間に有意差はil=め なかった

が,術後は L2-3,L45,L5Sl椎 ||り にてイ「意差を認

めた (そ れぞれノ'<001,ノ'<0001.ノ'<005)(表
2)

3.椎 間板の変性進行度

ムせ終評価時での椎間板の変性 i笙 行度は,すべて

の椎間にて,TLIF群 の変性変化がイ「意に強かっ

た(L12:′ <005,L2_3:ノ
'<0()()1,L3-41′

<005,

L5-Sl:′ <005)(表 3)
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表 2 丁he percent segmental mobility(° /● )

Ll-2       L2-3 L3-4

Plc― op 139± 699 1797± 1018  1321± 871

Final 15()3± 904  2223士 1159  2287± 1432**

L4-5 L5-Sl

2981± 1595
Rigid fuslon

Dynamic stabilization

3987± 1827*

Pre― op

Final

1532± 981  1481± 1029 2414± 1007     3417± 1499

2301± 1147**   1403± 868***   3256± 161
・

|‐

・

|・

・

|‐

      ・

|‐

152± 974  152± 987
11

Compared bet、 veen prcoperatively and final ftDllo、 v― up postoperativcly

Compared between rigid fu● on and dynanlic stabilizalon lノ
'<005,

*ノ

'<005.**′
<001.***″ <0001

1† ′,<001,|||ノ '<0001

表 3  The adiacent Segment disc degeneration

L2-3 L5-Sl

019± 04     036± 049        031± 047    019± 04
002± 0161・  002± 0161‐ 1‐ 1・  012± 0331・   005± 0221・

Hgid ision and dynamic stabilizalon l‐ ノ'<005, 11・ ノ'<001

L3-4

Rigid ftlsion

Dynalmic stab‖ ization

Colllpared between

lll′,<0001

口]l  The segmental spinal correction system(SSCS)

考  察

Pcdiclc scrcwを 用いた postcriOr dynamic stabili―

zationは ,比較的新 しい概念のもと開発されたシ

ステムであり,制動 した椎間の運動力学的役割を

保つことが可能である 近年,さ まざまな dy―

namic stabilizalon systcmが 麟:床的にLblFlさ ′tて い

る Kanayama嚇 3は
,1011お 1low― upの Graf liga―

mentoplastyの 術後成績の報告 をしている 彼 ら

の報告によると,市1動椎間の前弯は全癌1夕1の90%)

で保たれてお り,segmcntJ molonは 70%)の 症例

で残存 していたとしている 一方.Hadlowら 2

は,その術後成績は悪 く、PLFと 比較すると再手

術を要 した症例が有意に多かったと報告 してい

る また Rigbyら 卜
は,a了後合併・llTlが235%にみ

られ,中期 お1low―up期 間で137%の 症例に再手術

を要 したとしている また.最近は DyncsysRに 関

する報告が散見される ほとんどの報告におい

て,こ の術後短期成績 は良好である しか し.

Schacrcn弓
い
は,4年 lollow upで47%の症例で隣

接椎間の変性が認められたとし,Kumarら 1は
,

制動椎間の椎間板変性が有意に進行 し,前方椎問

板高がイ「意に低 下したと報告 している SchmOd7

ら
H"は

、DyncsysRに よる雛abilizalonは ,ル II膚1運動

は制限するが,伸 展運動 とlatcd bcndingに おい

て制動力が弱いことを証明 した これらのシステ

ムは,回旋力や latcrJ bcndingに 対する十分な市1

動力は持ち合わせていない

SSCSは ,国旋または latcd bcndingに 関 しては

強い市1動 性 を有 し,矢状方向に しか scgmcntal

mOtiOnを 残 さない こ とが証明 されてい る (図

1)に  われわれは,術前計画にて,不安定性の強

い L4変 性すべ り症 (Mcycrding分 類にて H度以

Jl)も しくは L4分離すべ り症や外 1贅1狭窄症例には

ngid fllsionで ある TLIFを 選択 し,軽 度かい中等

度の L4変性すべ り症 (Mcycrding分 類にて H度以

]ヾ )や椎間板不安定性 を有するJil例 には postcriOr

dynamic stabilization(SSCS)を 選択 している

われわれの結果では.TLIFで L4-5椎 間の運動

力学的役割が消失 したことにより,残 りの椎間へ
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の運動力学的負オllが増大し,多椎 1則 での椎問板変

性が進行 したことが示峻 された また.SSCSで
は L4-5椎 1間 の運 Tl」 力学的役割は有意にllt下 した

が 147)も の運動力学的役早:Jが 7/t存 していた 頭

側隣接椎間への運動力学的影響:は 認めたが,他の

椎間への影響は少なかった TLIFで は,術 後経

過において腰椎椎間llt変 141進行が,L12椎間では

19 4Cll)(7//36)の ′U者 に、L2311た 間では361%(13/

36)に . L3-4111:||り ■きは3069イ )(11/36)に . L5-SllI:|11

では19496(7/36)に みられたが.´方 SSCSで は,

Ll-21fillUは 24'6(1/41). L2-31{|:||り は249イ)(1/41).

L34‖ [間 は12296(5/41)L5Sllt間 は49%(2/41)

であった SSCSに よる postcnor dynanic stabiliza―

tiOnで の術後隣接 11:間 障害は,ngid ilsionと 比1咬

して |り lら かに少ないことが示唆された

術後成績は,両群でイ「意差は認めなかったが ,

TLIF 7洋 は 1外 1妾 1章 学千力ち笙イ千→
~る

とともに.1千 後糸1

過において徐々に悪化 してきたのではないかと推

測 した

まとめ

腰椎不安定
7/1を

イjづ
~る

腰音|`イドオ主41:狭 多卜1lσ )クト利

的治りi(に おいて,SSCSは 111定 隣接椎 ||り
への運 llJ

力学的ァイli体 力学的影響は少な く,術 後の隣接椎

1判 障キ1手 発生を防 くことが 1可 能であると考えた
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